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来
月
十
月
か
ら

紙
面
の
一
部
を
変

更
し

、
新
誌
面
で

お
届
け
し
ま
す

。

新
誌
面
で
は
春
夏

秋
冬
の
コ
ー
ナ
ー

を
二
面
に
移
動
し

空
い
た
ス
ペ
ー
ス

を
活
か
し
ト
ッ
プ

ニ

ュ
ー
ス
の
充
実

を
図
り
ま
す

。
各

ペ
ー
ジ
の
下
や
横

の
お
知
ら
せ
コ
ー

ナ
ー
も
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
し

、
よ
り

見
や
す
く
な
る
よ

う
改
善
す
る
予
定

で
す

。
来
月
か
ら

の
新
誌
面
に
も

、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い

。
二
面
に

「
ふ
れ
あ
い
通
信

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ

み

」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
か
ら

、
そ

ち
ら
も
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い

。

　
今
月
二
十
七
日

、
安
倍
元
首
相
の
国

葬
儀
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

。
昭
和
四

十
二
年
に
行
わ
れ
た
吉
田
茂
元
首
相
以

来

、
戦
後
二
例
目
と
の
こ
と

。
国
葬
に

は
膨
大
な
公
費

（
税
金

）
が
使
わ
れ
る

こ
と
に
加
え

、
安
倍
氏
の
国
葬
に
対
し

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば

、
こ
の
ま
ま
強
行
す
る
こ

と
が
正
し
い
判
断
で
し
ょ
う
か

。
・
・

▼
岸
田
総
理
は
国
葬
に
す
る
理
由
と
し

て

、
憲
政
史
上
で
最
長
期
間
首
相
を
務

め
た
こ
と

、
外
交
や
経
済
分
野
で
功
績

が
あ

っ
た
こ
と

、
国
内
外
か
ら
哀
悼
の

意
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

、

な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
が

、
功
績
に
つ

い
て
は
評
価
が
分
か
れ

、
弔
意
は
単
な

る
外
交
儀
礼

、
た
だ
長
い
だ
け
と
い

っ

た
意
見
が
多
数
あ
る
の
も
事
実
で
す

。

▼
葬
儀
を
行
う
目
的
は

、
故
人
を
葬
り

弔
う
こ
と

、
そ
し
て
残
さ
れ
た
者
が
精

神
面
で
区
切
り
を
つ
け
る
た
め
と
さ
れ

ま
す

。
安
倍
元
首
相
の
場
合

、
既
に
個

人
の
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
て
献
花
台
の

設
置
や
諸
外
国
か
ら
の
弔
意
が
届
く
な

ど

、
様
々
な
形
で
葬
儀
の
目
的
は
達
成

さ
れ
て
い
ま
す

。
そ
の
う
え
で
巨
額
の

公
費
を
投
入
し
て
ま
で
改
め
て
国
葬
儀

を
行
う
必
要
性
に
多
く
の
国
民
が
疑
問

を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す

。
・

▼
法
的
に
も
国
葬
の
定
義
は
確
立
さ
れ

て
い
ま
せ
ん

。
憲
法
で
内
心
の
自
由
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
全
国
民
に
対

し
喪
に
服
す
こ
と
を
強
制
す
る
の
も
不

可
能
で
し
ょ
う

。
葬
儀
の
目
的
の
面
か

ら
も
法
的
根
拠
の
面
か
ら
も

、
国
葬
儀

は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す

。

　
二
〇
〇
四
年
十

月
八
日
に
会
社
を

設
立
し

、
一
年
半

後
の
○
六
年
五
月

に
創
刊
号
を
発
行

し
た
ふ
れ
あ
い
通

信
が

、
今
月
号
で

２
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た

。
当
社
は

設
立
以
降
一
貫
し

て

、
お
葬
式
で
の

後
悔
な
ど
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
に

、

生
前
に
考
え
る
こ

と
を
推
奨
し

、
そ

の
手
段
と
し
て
生

前
予
約
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た

。

ふ
れ
あ
い
通
信
は

そ
の
予
約
者
の
皆

様
方
へ
の
情
報
誌

と
し
て
月
に
一
度

発
行
し

、
イ
ベ
ン

ト
や
旅
行
の
案
内

当
社
の
取
り
組
み

な
ど
を
中
心
に
掲

載
し
て
参
り
ま
し

た

。
十
六
年
四
ヶ

月

、
こ
の
間
続
け

て
こ
れ
た
の
も
皆

様
方
の
ご
理
解
と

ご
支
援
の
賜
物
と

心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す

。

２
０
０
号
を
一
つ

の
節
目
と
し
て
今

後
も
皆
様
に
有
益

な
情
報
を
提
供
し

て
参
り
ま
す
の
で

引
き
続
き
ご
愛
読

の
程

、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す

。
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24時間365日

営業中

2022

月号９

９

２７

（50～69歳の場合）

保険金定額タイプ

100万円保障プラン

あなたの今

の保険料が

すぐわかる

資料請求
はこちらから

バスツアー無料体験会

のご案内昼食付き

お申し込み

詳細は･･･

こちらから

参加資格

これまでに参加経験のない方

会員の方で参加経験のないお友達

の方などご一緒に参加される場合

残席わずか

ゆっくりした行程と、ドアトゥドア(歩く距離が少ない)が特徴の

悠々倶楽部バスツアーを無料で体験してみませんか

私がご案内いたします

充分な感染対策を講じ実施いたします

９

２４

慰霊祭参加と

現地見学ツアー

参加無料
お申し込み

詳細は･･･

こちらから

市民会館前 １０：３０

ファミリースペース東京塚 １１：００
集合

場所
（時間） ※ ファミリースペースでは

無料駐車場をご利用いただけます

要予約

自然葬が選ばれる理由

継承者が不要 阿蘇五岳が一望できる環境

（管理費や年会費もありません） （国立公園特別地域内）

地目が墓地で安心 宗教や宗派を問わずご利用頂け

寄附なども一切ありません

途中「道の駅あそ望の郷」で１時間

（12:00～13:00）休憩予定

来
月
か
ら
新
誌
面
に
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訪
れ
る

「
追
悼
ク

ル
ー
ズ

」
の
サ
ー

ビ
ス
も
新
た
に
追

加
し
ま
し
た

。
追

悼
ク
ル
ー
ズ
は
２

コ
ー
ス
の
設
定
が

あ
り

、
散
骨
し
た

海
域
ま
で
行
き
追

悼
す
る
６
０
分
の

ク
ル
ー
ズ
と

、
イ

ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
付
加
し
た
１

５
０
分
コ
ー
ス
の

何
れ
か
か
ら
お
選

還
る
時
は
阿
蘇
で

自
然
葬
を

、
海
を

ご
希
望
の
場
合
は

天
草
で
の
海
洋
散

骨
を
そ
れ
ぞ
れ
提

供
し
て
い
ま
す

。

あ
海
洋
散
骨
で
は

散
骨
海
域
を
再
び

び
頂
け
ま
す

。
費

用
は
６
０
分
コ
ー

ス
が
１
６
万
５
千

円

、
１
５
０
分
の

コ
ー
ス
が
２
７
万

５
千
円
で
２
０
名

様
ま
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す

。
詳

細
は
弊
社
の
ウ

ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。
左
の

集
合
写
真
は
七
月

二
十
九
日
に
行

っ

た
追
悼
ク
ル
ー
ズ

の
お
客
様
で
す

。

一
昨
年
九
月
に
散

骨
を
さ
れ

、
コ
ロ

ナ
の
拡
大
で
一
周

忌
ク
ル
ー
ズ
を
見

送
ら
れ

、
今
年
三

回
忌
の
ク
ル
ー
ズ

を
さ
れ
ま
し
た

。

　
海
洋
散
骨
や
自

然
葬
な
ど

、
最
近

は
お
墓
以
外
の
選

択
を
さ
れ
る
方
が

増
え
て
い
ま
す

。

当
社
で
は
お
客
様

か
ら
ご
要
望
が
あ

る
場
合

、
大
地
に

ご入会のご案内
会員旅行もお葬式も

オトク

入会金だけで、掛金

や年会費なども･･･

ありません

①旅行が会員価格でオトク
一年を通じて、日帰りを中心にバスツアー

を開催しています。ご参加の際、会員価格

でご参加いただけます。

②お葬式が予約価格でオトク

当社をお葬式でご利用の際、生前予約価格

でご利用いただけます。最大15万円の割引

特典が受けられます。

③各種イベントの案内も

追
悼
ク
ル
ー
ズ
新
登
場

散
骨
海
域
を
再
び
訪
れ
る

ふれあい通信２００号特集 これまでのあゆみ
２００６年５月に創刊号として発行した当社の機関紙「ふれあい通信」。旅行やイベントの案内、

当社の今、取り組みなどをご紹介してきました。２００号の発行にあたり、これまでのあゆみを

振り返ってみます。

第１世代（2006.05～2011.03）

創刊の２００６年５月号から、１１年３月の通巻６３号までの紙面です。

Ａ３版の片面モノクロ印刷で、当時リビング新聞に広告を掲載していた原稿なども

紹介していました。創刊号では、悠々倶楽部の第２回と第３回のバスツアー案内の

掲載もあり、ちょうど悠々倶楽部バスツアーのスタート時期と同じだったことを、

懐かしく思い出されます。

発刊当初は自社斎場がなく、公共の熊本市斎場を利用する頻度が高かったことから

リビング新聞広告も、その話題が中心でした。

第２世代（2011.04～2013.09）

発刊５周年となることを機に２０１１年４月から、紙面は第１世代と同じＡ３片面

モノクロ印刷ですが、題字の部分が変更(現行版と同じロゴ)になりました。

時を同じくし、当社のホームページも全面改訂を行い、ウェブ版のふれあい通信も

創刊号からのバックナンバー全てが閲覧できるようにしました。

０７年８月から、時節の話題を取り上げ意見や主張など書く｢春夏秋冬｣のコーナー

をスタートし、新紙面では前月に発災した東日本大震災について書いています。

記事中には義援金をお送りした話題も掲載していました。

第３Ｘ世代（2013.10～2019.03）

２０１３年１０月の通巻第９４号から第３Ｘ世代となり、現行と同じＡ３両面フル

カラー印刷の４面構成となりました。両面印刷化に伴い情報量が増え、カラー印刷

となったことで、写真なども見やすくなりました。

第３Ｘ世代スタートと同じ時期に自社バスを購入、従来の大型バスによるツアーか

ら、２０名様程度の小グループツアーに移行した時期でもありました。

あそ自然葬の里では、ファミリータイプの区画が新たに加わり、ご利用者が急速に

増加したのもこの頃でした。

第３Ｙ世代（2019.04～現在）

２０１９年４月の通巻第１５９号から現行の第３Ｙ世代となりました。

第３Ｙ世代は、記事の文字を教科書体に変更すると同時にサイズを少し大きくし、

用紙も厚手のマット紙に変更することで、読みやすさが改善されました。

新紙面のトップ記事は、希望者が増加傾向にあった海洋散骨について、どんなもの

なんかを実際に体験していただく体験クルーズを開催した様子を紹介したもので、

これを機に海洋散骨をご利用いただく方が増えてきました。

ＣＯＭＩＮＧ
ＳＯＯＮ

第３Ｚ世代

２０２２年１０月の通巻第２０１号から第３Ｚ世代となります。

第３Ｚ世代は、レイアウトを見直し、内容もこれまで以上に充実を図る予定です。

どうぞご期待ください。


